
主な内容
●商工連だより

商工会長研修会、理事（役員）会、県との懇談会開催

ドローン宅配の実証実験

壮青年部と県知事との懇談会開催

壮青年部と県青連との意見交換会・合同研修会開催

「商工女性の主張発表県大会」並びに「女性部員全体研修会」開催

ＪＦＣ大分農商工商談会

事業承継の支援事例のご紹介

　三愛（豊後大野市商工会）

●お知らせ

生産性向上特別措置法における先端設備導入計画の受付について

軽減税率対策補助金

協会けんぽ保険料率の改定、生活習慣病予防検診

平成31年度各種検定試験の日程

小規模企業共済

●シリーズ「地域の逸品」

株式会社粉工房うさ

　「宇佐産黒大豆“クロダマル”ようかんと黒大豆茶」 表紙写真：旧豊後森機関庫（玖珠郡玖珠町）
　旧豊後森機関庫は昭和９年、久大本線の蒸気機関車の車両庫として当時最高
の技術を駆使して造られた大規模な扇形機関庫です。九州で唯一現存する扇形
機関庫として平成24年機関庫及び転車台が国の登録有形文化財となりました。
　機関庫跡地は公園整備が完了し、ミニＳＬ運行や機関庫まつり、併設する飲
食店・イベントホールなど含めて多くのイベントに活用され、週末は家族連れ
で賑わうなど新たな観光地として注目を集めています。大分県商工会連合会ホームページ http://www.oita-shokokai.or.jp
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広瀬知事挨拶

森竹会長挨拶

　

２
月
１
日
、
別
府
市
内
の
会
場
で
、
理
事

（
役
員
）
会
・
商
工
会
長
研
修
会
・
県
と
の

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

理
事
会
で
は
、
商
工
連
各
課
事
業
に
つ
い

て
議
事
を
行
い
、
議
論
を
経
て
議
題
の
す
べ

て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

商
工
会
長
研
修
会
に
先
立
ち
、
㈱
大
分

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　

代
表
取
締
役　

榎

徹
様
か
ら
、
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
の
Ｊ
１
昇
格

に
関
す
る
報
告
や
支
援
に
つ
い
て
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

商
工
会
長
研
修
会
の
前
半
で
は
、
全
国
連

　

専
務
理
事　

乾
敏
一
様
か
ら
「
今
後
の
小

規
模
企
業
施
策
の
動
向
等
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
施
策
や
新
商

工
会
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

２
月
７
日
か
ら
約
１
ヶ
月
間
の
毎

週
１
回
、
佐
伯
市
宇
目
に
て
ド
ロ
ー

ン
を
用
い
た
、
定
期
宅
配
の
実
験
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
実
験
は
県
が
主
体
と
な
り
、
ド

ロ
ー
ン
宅
配
に
よ
る
買
い
物
弱
者
支

援
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
昨
年
３

月
に
も
宇
目
で
宅
配
実
験
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
西
日
本
初
の
〝
補

助
者
な
し
の
目
視
外
飛
行
〟
に
よ
る

も
の
で
し
た
。

　

実
験
初
日
に
は
出
発
式
が
催
さ

れ
、
森
竹
会
長
（
佐
伯
市
番
匠
商
工

会
）
は
、「
同
商
工
会
は
平
成
14
年

度
か
ら
、
高
齢
世
帯
の
多
い
宇
目
地

域
で
、
車
両
を
用
い
た
宅
配
事
業
を

実
施
し
て
い
る
が
、
人
手
や
コ
ス
ト

　

後
半
で
は
、
豊
和
銀
行　

頭
取　

権
藤
淳

様
か
ら
「
地
域
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
元
気

に
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

～
他
県
で
の
取

り
組
み
を
参
考
に
し
て
～
」
と
題
し
、
徳
島

県
の
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る
地
域
起
こ
し

や
島
根
県
の
事
例
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
県
と
の
懇
談

会
に
は
、
広
瀬
県
知
事
や
高
濱
商
工
労
働
部

長
を
は
じ
め
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
大
分
・

別
府
両
支
店
長
や
会
長
研
修
会
で
講
師
を
さ

れ
た
乾
専
務
理
事
、
権
藤
頭
取
他
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
商
工
会
を
め
ぐ
る
状
況
や
こ
れ

か
ら
の
小
規
模
事
業
者
の
支
援
な
ど
に
関
す

る
懇
談
が
行
わ
れ
、
県
や
各
金
融
機
関
と
商

工
会
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

面
で
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
宅
配
の
実
用
化
に
よ
っ

て
、
買
い
物
弱
者
に
対
す
る
支
援
強

化
に
期
待
を
す
る
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。

　

本
実
験
で
は
、
弁
当
な
ど
約
３
㎏

を
積
ん
だ
ド
ロ
ー
ン
が
、
小
野
地
区

の
商
店
か
ら
３
・
３
㎞
先
の
蔵
小
野

地
区
公
民
館
ま
で
携
帯
電
話
通
信
を

利
用
し
た
自
動
飛
行
で
配
達
し
、
同

じ
ル
ー
ト
で
出
発
地
点
へ
戻
っ
て
き

ま
し
た
。
実
験
を
見
学
し
た
地
元
商

工
業
者
の
方
は
「
実
現
ま
で
大
変
な

こ
と
だ
け
ど
、
出
来
た
ら
便
利
に
な

る
だ
ろ
う
」
と
飛
び
立
つ
ド
ロ
ー
ン

に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

商
工
会
長
研
修
会
、

理
事（
役
員
）会
、県
と
の
懇
談
会
開
催

ド
ロ
ー
ン
宅
配
の
実
証
実
験
が

実
施
さ
れ
ま
し
た

注文の商品を載せて飛び立つドローン

森竹会長挨拶
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大
分
県
商
工
会
連
合
会
壮
青
年
部
（
坂

本
光
広
部
長
）
と
大
分
県
商
工
会
青
年
部

連
合
会
（
大
内
直
樹
会
長
）
は
２
月
12
日

（
火
）ホ
テ
ル
日
航
大
分
オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー

に
お
い
て
、
意
見
交
換
会
と
合
同
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、
お
互
い
の
連
携
・

協
力
体
制
の
構
築
や
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
活
発
な
討
議
が
な
さ
れ
、
今
後
の
部

員
増
強
に
向
け
て
意
識
が
高
ま
る
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
合
同
研
修
会
は

「
知
的
財
産
の
活
用
と
管
理
」
と
題
し
、

知
育
特
許
事
務
所
所
長
の
米
田
恵
太
氏
に

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
壮
青
年
部
員
及

び
青
年
部
員
43
人
が
参
加
し
、
特
許
・
商

標
・
意
匠
権
な
ど
の
知
的
財
産
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
小
規
模
事
業
者
が
、
普
段

埋
も
れ
て
い
る
知
的
財
産
を
ど
の
よ
う
に

し
て
見
つ
け
出
し
、
製
品
の
信
頼
性
や

シ
ェ
ア
の
確
保
に
つ
な
げ
経
営
の
維
持
拡

大
に
活
か
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
話
さ

れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　
大
分
県
商
工
会
連
合
会
壮
青
年
部

（
坂
本
光
広
部
長
）
は
、２
月
12
日
（
火
）

ホ
テ
ル
日
航
大
分
オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
に

お
い
て
、
県
青
連
役
員
と
の
意
見
交
換

会
及
び
合
同
研
修
会
に
引
き
続
き
、
広

瀬
県
知
事
を
囲
む
商
工
連
壮
青
年
部
懇

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
内
各
地
か

ら
壮
青
年
部
員
と
青
年
部
員
等
50
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
森
竹
県
連
会
長
の
開

会
挨
拶
の
後
、
広
瀬
県
知
事
か
ら
講
話

が
あ
り
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
と
い
っ
た

先
端
技
術
産
業
へ
の
目
付
け
や
、
ス
タ

ン
ド
ア
ッ
プ
（
創
業
）
支
援
へ
の
取
り

組
み
な
ど
今
後
の
経
営
計
画
策
定
に
向

け
て
、
大
い
に
参
考
と
な
る
内
容
で
し

た
。

　
懇
談
会
で
は
、
広
瀬
県
知
事
が
各

テ
ー
ブ
ル
を
回
り
、
参
加
者
の
声
に
耳

を
傾
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

商
工
連
壮
青
年
部
と
県
青
連
の

意
見
交
換
会
・
合
同
研
修
会
開
催

広
瀬
県
知
事
を
囲
む

商
工
連
壮
青
年
部
懇
談
会
開
催講話される広瀬県知事

挨拶を述べる森竹会長

挨拶をする坂本部長意見を述べる合谷県青連副会長

研修会で知的財産を説明する米田講師

知事と懇談する参加者たち

商工連だより

➌



　

大
分
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
後
藤
政
子
会
長
）
は
、
１
月
28
日
、
大
分

市
で
「
商
工
女
性
の
主
張
発
表
県
大
会
」
並
び
に
「
女
性
部
員
全
体
研
修
会
」

を
開
催
し
、
県
内
か
ら
約
１
３
０
人
を
超
え
る
女
性
部
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

県
内
３
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者
が
発
表
し
、「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま

ち
づ
く
り
～
『
九
重
は
薬
草
の
宝
庫
』
か
ら
始
ま
っ
た
～
」
と
題
し
て
発
表
し
た
、

九
重
町
商
工
会
女
性
部
の
森
照
代
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
森
さ

ん
は
７
月
に
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
る
九
州
大
会
の
県
代
表
者
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
部
員
全
体
研
修
会
で
は
、
気
象
予
報
士
で
も
あ
り
、
防
災
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
花
宮
廣
務
氏
を
お
招
き
し
て
「
災
害
は
忘
れ
る
暇
な
く
や
っ
て
く

る
～
大
分
を
襲
う
地
震
・
津
波
に
備
え
る
～
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
、
参

加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

１
月
21
日
・
22
日
の
二
日
間
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

主
催
の
商
談
会
が
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
商
談
会
は
、
県
内
の
商
工
業
者
及
び
農
林
水
産
業

者
と
県
内
外
の
流
通
業
者
と
の
貴
重
な
出
会
い
の
場
を

提
供
し
、
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
事
を
目
的
と
し

て
、
今
回
で
３
回
目
の
開
催
で
し
た
。

　

本
年
度
の
商
談
会
で
は
、
個
別
商
談
に
加
え
、
商
材

資
料
の
パ
ネ
ル
展
示
や
海
外
展
開
個
別
相
談
会
が
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
獲
得
に
向
け
、
県
内

の
99
事
業
者
（
内
、
商
工
会
か
ら
９
事
業
者
）
が
参
加

し
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
19
社

の
バ
イ
ヤ
ー
に
対
し
、
自
社
製

品
を
売
り
込
み
ま
し
た
。

森
照
代
さ
ん
最
優
秀
賞
！

「
商
工
女
性
の
主
張
発
表
県
大
会
」　
　
　
　

並
び
に
「
女
性
部
員
全
体
研
修
会
」

第
３
回

Ｊ
Ｆ
Ｃ
大
分
農
商
工
商
談
会

主張発表者
　・森照代さん（九重町：左から２番目）
　・高嶋美佐子さん（西国東：左から４番目）
　・工藤忍さん（野津町：左から５番目）

講師：花宮廣務氏

開会行事

商談の様子 商品紹介パネル展示
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甲斐田 康さん

旅するこびる

　少子高齢化社会の中で生産年齢人口の減少が続いてい
ます。大分県における求人倍率は1.4倍台と高い水準で
経過しており、今後も引き続き求人難の状況が続くもの
と考えられます。帝国データバンクの調査では2018年上
半期の人手不足倒産企業数は全国で70件発生し、半期
ベースで過去最多となっています。
　人材確保が困難になりつつある中、経営において「生
産性向上」が重要視されています。国の方針として「生
産性革命」を掲げ、2020年までの３年間を集中投資期間
と定められ、この３年間でＩＴ導入や設備投資がしやす
くなるよう、様々な中小企業施策が実施されます。平成
29年度補正予算において「ものづくり・商業・サービス
経営力向上支援補助金」が過去最高となる1000億円、Ｉ
Ｔ導入補助金が前年の５倍となる500億円の予算措置が
行われたのも、中小企業の生産性向上を実現させるとい
う方針に基づいて実施されたものです。
　施策の一つとして、６月６日から「生産性向上特別措
置法」が施行され、中小企業の生産性向上のための設備
投資の促進を目的とした「先端設備等導入計画」の認定
制度が設けられました。国から同意を受けた市町村の

「導入促進基本計画」に基づく計画を策定し、市町村か
ら認定を受けることで、生産性を高めるための設備を取
得した場合、固定資産税の軽減措置（３年間、ゼロ～１
／２の間で市町村の定める割合に軽減）や、認定事業者
に対する一部補助金における優先採択（審査時の加点）
が受けられます。全ての市町村において「導入促進基本
計画」が策定されている訳ではありませんが、県内多く
の市町村で「先端設備等導入計画」認定に向けての受付
が開始されています。設備投資を計画されている方、生
産性向上について検討されている方は、この機会に商工
会までご相談下さい。

対象設備

労働生産性の向上に必要な生産、販売活動等の用に直接供される

機械装置、測定工具及び検査工具、器具備品、建物附属設備、ソフトウェア

※固定資産税の軽減措置を受けるには、生産性の指標が旧モデルと比較して年平均１％以上向上していることを証明する、
　工業会等からの証明書を取得する等の要件があります。詳しくは商工会にご確認下さい。

生産性向上特別措置法における
「先端設備導入計画」の認定申請の受付について

市 町 村

先端設備等導入計画 計画の事前確認

申請事業者 商工会等認定支援機関

申 請　　 　　　認 定

昔ながらのお饅頭屋さんから、承継を機に新感覚スイーツ開発

今号からシリーズ掲載します！

こだわりの新感覚和スイーツを開発し、販路拡大

名物の伝承と新商品開発により新たな事業展開ができた

経　

緯

取
組
み
内
容

効　
　

果

・事業承継補助金を活用して冷蔵ユニットやパック機材等を導入して、生産性向上を図り、売上も増加傾向

（豊後大野市内の道の駅や、大分市内のスーパーにも販路拡大できた）にある。

・承継を機に後継者のモチベーションがアップし、新商品『旅するこびる』開発や地元産品の紅はるか（さつ

まいも）を使い、いきなり団子等のリニューアルを図り、豊後大野市の名産品として人気を博している。

・地域経済発展の核となるべく、ネットワーク拡大、ブランド化等、新経営者の夢は膨らんでいる。

事業継承の支援 ～支援事例（事業引継ぎ支援センター・プッシュ型）～

・豊後大野市の『三愛』は40年以上前に祖父が開業した酒まんじゅうなど、

昔ながらのお饅頭屋さんであるが、父親の代に景気後退により事業を縮小

した。

・2014年には、従業員数が最盛期の１割になったことから、法人から個人事

業として再スタート。

・代表者の父も高齢となり販路開拓にあまり意欲的ではなかった。

・2016年に後継者が東京から帰京し、2018年に事業を承継した。

・事業承継をきっかけに事業の磨き上げ、財務改善のため商工会を通じて事

業引継ぎ支援センター（以下、センター）へ相談。

・従来からのあんこの製造技術に後継者が試行錯誤のうえ開発した酵素シロップを加えて、熟成した新素材開

発により、若い女性にアピールできる、他にはないオリジナル新商品開発ができた。

・センターでは新商品製造の効率化体制を確立するために、事業承継補助金の支援を行った。

➎

商工連だより



大分支部の保険料率は下記のとおり改定されます。
加入者の皆さまの医療と健康を支えるため、このようなご負担につきまして、何とぞご理解をいただ
きますようお願い申し上げます。

協会けんぽの加入者・事業主の皆さまへ

加入者の皆さま、お一人おひとりの健康の積み重ねが
保険料率の上昇を抑える大きな力になります。

※40歳から64歳までの方の（介護保険第２号被保険者）には、健康保険料率に全国一律の介護保険料率が加わります。
※賞与については、支給日が３月１日分から変更後の保険料率が適用されます。
※任意継続被保険者の方は、本年４月分の保険料から変わります。

平成31年２月分（３月納付分）まで

10.26％

健康保険料率


介護保険料率



平成31年３月分（４月納付分）から

10.21％

平成31年２月分（３月納付分）まで

1.57％

平成31年３月分（４月納付分）から

1.73％

平成31年３月分（４月納付分）から
協会けんぽの保険料率が変わります

協会けんぽ加入の皆様へ
　健診を受診されていますか？
　生活習慣病といわれる糖尿病・高血圧・脂質異常症は、最初は症状が
なくても、心筋梗塞や脳卒中などの重大な病気につながり、生活の質の
低下や医療費の増大を招きます。
　協会けんぽの「生活習慣病予防健診」は、健診費用の約６割の補助が
受けられます。
　手続きは簡単です。健診機関に予約して、補助の申込書を協会けんぽ
に郵送するだけです。
　ご自身や従業員の方の健康維持・管理のために、ぜひご利用ください。
　詳しくは協会けんぽのホームページをご覧ください。
https://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/oita/

１　軽減税率対応レジの導入・改修の支援について

　◇今使っているレジが複数税率に対応しているかレジメーカー等に確認して下さい。

　◇2019年９月30日までに導入・改修、支払いを完了し、2019年12月16日までに補助金の申請が必要です。

＜軽減税率対応レジの導入等支援＞

　対　象　者：軽減税率に対応して区分経理等を行う必要がある中小の小売事業者等（※）

　　　　　　　　※旅館・ホテル・料亭等も広く対象になります。（平成31年１月１日から適用）

　補　助　率：原則３／４（※①、②）

　　　　　　　　※①３万円未満のレジ購入の場合４／５補助

　　　　　　　　※②平成31年１月１日から適用

　補 助 上 限：１台あたり20万円（※③）、券売機20万円（※④）

　　　　　　　　※③商品マスタの設定等が必要な場合にはプラス20万円で上限40万円

　　　　　　　　※④平成31年２月から券売機を補助対象化

　完 了 期 限：2019年９月30日まで

　お問合せ先：軽減税率対策補助金事務局　0120-398-111（通話料無料）

消費税の軽減税率制度開始とレジ補助金期限まで残り１年を切りました!!
レジや受発注システムを導入・改修する方への国の補助制度があります

お知らせ

➏



（日本商工会議所と共催）

平成31年度 　各種検定試験の日程
実 施 級 回 試　　験　　日 募　集　期　間

１～９・10級 第193回 ６月16日（第３日曜） ４月11日㈭～５月17日㈮

１～９・10級 第194回 ９月15日（第３日曜） ７月11日㈭～８月16日㈮

１～９・10級 第195回 11月17日（第３日曜） ９月12日㈭～10月18日㈮

１～９・10級 第196回 平成32年２月16日（第３日曜） 12月12日㈭～平成32年１月17日㈮

全国商工会
　珠算検定

実 施 級 回 試　　験　　日 募　集　期　間

２級
第84回 ７月13日（第２土曜） ５月７日㈫～６月14日㈮

３級

１級

第85回 平成32年２月19日（第３水曜） 12月16日㈪～平成32年１月24日㈮２級

３級

販売士検定

実 施 級 回 試　　験　　日 募　集　期　間

３級 ー 12月６日（第１金曜） 10月８日㈫～11月７日㈭

全国商工会
　簿記検定

http://www.oita-cgc.or.jp/

資金
調達

事業
承継経営

創業

中小企業・小規模事業者のみなさま
お気軽にご相談ください！

お知らせ

➐



株式会社粉工房うさ
所在地：〒872-0703 大分県宇佐市安心院町尾立22-2
電　話：070-2344-2235
ＦＡＸ：0978-48-2235
Ｈ　Ｐ：http://www.shokokai.or.jp/44/442112S0008

▲代表の末松さん

株
式
会
社
粉
工
房
う
さ
は
、
平
成
23
年
１
月
に
創
業
。
代
表
取
締
役
経

営
の
米
・
麦
・
大
豆
等
を
生
産
す
る
『
末
松
農
園
』
が
６
次
産
業
化
を
行

い
、
そ
れ
ら
作
物
の
加
工
販
売
を
行
う
企
業
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。

今
で
は
米
粉
や
き
な
粉
等
の
粉
末
商
品
に
加
え
て
、
麺
類
や
他
加
工
品

販
売
ま
で
広
げ
、
販
路
拡
大
に
努
め
て
い
ま
す
。

長
年
、〝
お
百
姓
さ
ん
〟
と
し
て
原
材
料
の
生
産
に
注
力
し
て
き
た
経
験

を
元
に
、
高
品
質
で
あ
り
な
が
ら
コ
ス
ト
を
抑
え
た
商
品
開
発
を
実
現
。

〝
生
産
量
日
本
一
〟
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
力
を
も
つ
宇
佐
産
黒
大
豆
「
ク
ロ

ダ
マ
ル
」
の
加
工
品
と
し
て
の
新
商
品
「
よ
う
か
ん
」「
黒
大
豆
茶
」
の
開

発
・
販
売
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

  

「
よ
う
か
ん
」「
黒
大
豆
茶
」
の
特
徴
と
し
ま
し
て
、
①
よ
う
か
ん
は
、
ク

ロ
ダ
マ
ル
の
き
な
粉
を
練
り
こ
む
こ
と
よ
り
、
焙
煎
仕
立
て
の
香
ば
し
い

香
り
と
甘
さ
を
抑
え
た
上
品
な
味
わ
い
に
仕
上
げ
て
い
る
こ
と
。
②
黒
大

豆
茶
は
ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
美
容
に
も
良
い
と
言
わ
れ
女

性
向
け
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
③
セ
ッ
ト
商
品
は
、
よ
う
か
ん

の
濃
厚
な
香
り
と
味
は
、
飲
み
や
す
い
黒
豆
茶
と
の
組
み
合
わ
せ
が
抜
群

で
よ
く
合
う
こ
と
。
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
大
分
県
宇
佐
市
の
新
た
な
観
光
土
産
品
に
な
る
も
の
と

大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
買
い
求
め
易
い
よ
う
、
当
社
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
田
ん
ぼ

の
お
い
し
い
昼
」
セ
ッ
ト
は
「
よ
う
か
ん
３
個
＋
黒
豆
茶
８
袋
」
で

２
０
０
０
円
（
税
込
み
）
で
す
。
ま
た
、「
よ
う
か
ん
５
個
セ
ッ
ト
」
は

１
５
０
０
円
、「
黒
豆
茶
８
袋
」
は
５
０
０
円
（
そ
れ
ぞ
れ
税
込
み
）
で
、

取
扱
い
は
道
の
駅
な
か
つ
・
里
の
駅
小
の
岩
の
庄
の
他
、
ト
キ
ハ
わ
さ
だ

店
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

田
舎
の
の
ん
び
り
と
し
た
時
間
の
な
か
で
食
べ
る
、
素
材
が
お
い
し
い

お
昼
ご
飯
や
３
時
の
お
や
つ
で
、
お
百
姓
さ
ん
だ
け
が
知
っ
て
い
る
豊
か

な
「
食
」、「
美
し
い
田
ん
ぼ
」、「
自
然
」
が
思
い
浮
か
ぶ
商
品
で
す
。

３
月
号
V
o
l.3
0
1

宇
佐
産
黒
大
豆「
ク
ロ
ダ
マ
ル
」を
使
っ
た

よ
う
か
ん
と
黒
大
豆
茶
　
　
　

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日 
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